
 

2007年 1月 16日 

独立行政法人 理化学研究所 

 

理研分子イメージング研究プログラムの研究拠点を神戸に集結 

 独立行政法人理化学研究所（野依良治理事長）は、フロンティア研究システム（玉

尾皓平システム長）分子イメージング研究プログラム（渡辺恭良プログラムディレク

ター）の研究拠点を、神戸市中央区港島のポートアイランド内に開所し、本格的に研

究業務を開始しました。平成１９年１月１８日に関係者を集めて開所式を行い、１８

日、１９日に「分子イメージング研究シンポジウム２００７－創薬プロセスの革新－」

を独立行政法人放射線医学総合研究所と共催で行います。 

 理研の分子イメージング研究プログラムは、ＰＥＴ※１を中心とした分子イメージン

グ技術の高度化による分子動態の解析を用いて、創薬プロセスの短縮に向けた創薬候

補物質探索の研究を行っています。理研が得意とする化学、ライフサイエンスの力と、

優れた分子イメージング技術をマッチングさせることで、医薬品開発における基盤技

術の確立を目的としています。 

 プログラムは、平成１７年７月に文部科学省の「社会のニーズを踏まえたライフサ

イエンス分野の研究開発－分子イメージング研究プログラム－」の創薬候補物質探索

拠点として採択され、スタートしました。今回、神戸市が進める「神戸医療産業都市

構想」の分子イメージング研究開発拠点として、先端医療センターとの協力と理研発

生・再生科学総合研究センター（竹市雅俊センター長）との連携を進めるため、神戸

市に研究業務を集結させました。 

 創薬候補物質を探索するため新しい施設では、ＲＩ管理区域内に自己遮蔽型ベビー

サイクロトロン２基と新規プローブ（標識化合物）創製に必要な自動合成装置１１機

を設置できるホットラボ６基、さらに生体内の分子動態を調べるための高性能の動物

用ＰＥＴ２台を設置しています。更にＧＭＰ合成エリア並びにＮＭＲ用のスペースを

用意するなど将来を見据えた施設となっています。 

 プログラムは、新規分子プローブ（ＰＥＴトレーサー）創製に取り組む「分子プロ

ーブ設計創薬研究チーム（鈴木正昭チームリーダー）」、動物モデルを使って生体内の

分子動態を調べる「分子プローブ機能評価研究チーム（尾上浩隆チームリーダー）」、

ＰＥＴ技術の高度化や薬物活性解析などを行う「分子プローブ動態応用研究チーム

（渡辺恭良チームリーダー）」の３チームで構成され、オールジャパンの研究機関ネ

ットワークの要として、大学ならびに研究機関との連携を活発に行なうとともに人材

の育成にも力を入れます。 

 

 

1. 分子イメージング研究プログラムとは 

 ＰＥＴ（Positron Emission Tomography）を中心とした分子イメージング技術

の高度化による分子動態の解析を用いて、創薬プロセスの短縮に向けた創薬候補物

質探索の研究を行っています。理研が得意とする化学、ライフサイエンスの力と、

優れた分子イメージング技術をマッチングさせることで、医薬品開発における基盤

技術の確立を目的としています。 



 

 

 

オールジャパン体制での分子イメージング研究ネットワークの中核拠点の一つと

して、この分野で活躍する人材を育成するための活動も行っていきます。 

 

■ オールジャパンの研究機関ネットワーク構築 

■ 共同研究・共同利用による連携の枠組みづくり 

■ 国際シンポジウム・セミナー等の開催による研究者連携 

■ 技術移転や企業化のための産学官交流 

● 知的財産獲得・保護に関する指導助言 

 

 

 

2. 開所記念式典 

(1) 日時：開所記念式典 

 



 

 

(2) 場所：理研フロンティア研究システム 分子イメージング研究プログラム 

（神戸ＭＩ Ｒ＆Ｄセンター ２階） 

〒650-0047 神戸市中央区港島南町 6-7-3 

 

(3) スケジュール： 

１１：００開会・主催者挨拶  理研理事長 野依良治 

 

１１：１０来賓挨拶 

文部科学省研究振興局研究振興戦略官 篠崎資志 

財団法人先端医療振興財団理事長 井村裕夫 

 

１１：３０分子イメージング研究プログラム紹介 

分子イメージング研究プログラムディレクター 渡辺恭良 

 

3. 分子イメージング研究シンポジウム２００７－創薬プロセスの革新－ 

（当日一般参加可能） 

 

(1)日時：平成１９年１月１８日（木）午後１２時３０分～１９日（金） 

 

(2)場所：神戸国際会議場 

〒650-0046 神戸市中央区港島中町 6-9-1 

（http://www.nirs.go.jp/news/event/2006/mi2007/japan/access.html） 

 

(3)申し込み：当日、受付にて申し込みをお願いいたします。 

 

(4)スケジュール等詳細：下記でご確認下さい。 

（http://www.nirs.go.jp/news/event/2006/mi2007/japan/index.html） 

 

 

（問い合わせ先） 

独立行政法人理化学研究所 

基礎基盤・フロンティア研究推進部 

分子イメージング研究推進室 

Tel : 078-304-7111 / Fax : 078-304-7112 

 

（報道担当） 

独立行政法人理化学研究所 広報室 

Tel : 048-467-9272 / Fax : 048-462-4715 

Mail : koho@riken.jp 

 

 



 

 

<補足説明> 

※1 ＰＥＴ（Positron Emission Tomography） 

電子の反粒子である陽電子（ポジトロン）検出を利用したコンピューター断層撮影

技術。CTや MRIは、主に組織の形態を観察するための検査法であるのに対し、PET

は生体の機能を観察することに特化した検査法。 


